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「衆院選後 改憲論議 加速の公算」との報道 

  安倍改憲許せません！改憲勢力に厳しい審判を！ 
 報道各社の選挙情勢調査で、改憲を公約に掲げる自民党と希望の党、維新の会などの勢力が、国

会発議に必要な 3分の 2の議席を超す勢いを見せているため、読売・朝日等が「衆院選後、改憲論

議 加速の公算」等と、総選挙後の国会で憲法改正論議が活発化する可能性が高まっていると報道

しています。 

 安倍首相は、憲法改正について、16日大阪府内 6ヵ所での街頭演説では改憲には触れていません。 

また、選挙管理委員会が配布しています選挙公報では、自民党の公約に「憲法」の文字はありませ

ん。このように、この間の安倍首相や自民党候補はほとんど触 

れていません。しかし、テレビ出演では自衛隊を明記すること 

について党内の意見は「まとまっている」と強調しています。 

また、今回「世襲」のため立候補しなかった高村正彦氏を「副 

総裁の任期の間は務めてもらう」と表明し、高村氏を調整役と 

して議論を加速させるとの考えです。 

 各党の改憲について姿勢を見ると、公明党の山口那津男代表 

は「国民の理解の成熟がなければ、発議して信を問うのは次期 

尚早になる」と慎重姿勢です。また、「9条を含む憲法改正」を公約に掲げる希望の党の小池百合子

代表は、自衛隊明記については「大いに疑問がある」としています。一方、立憲民主党、共産党、

社民党は首相提案の 9条改憲を反対しています。 

維新の会の松井代表は、「改憲するのは国民だ。僕らは今の時代に合わせた提案をしたい。憲法

審査会でまじめな議論をする」と語り、改憲に向けた国会の議論の加速化に意欲を示しました。ま

た、自民党の萩生田光一幹事長代行は「自衛隊の項目について憲法審査会できちんと議論する。項

目によっては話してもよいという機運が高まりつつあるので、最大公約数で議論できるものも前に

進めたい」と語っています。自民党は選挙後、維新とも連携し、自衛隊明記も含めて与野党合意で

きる改憲項目を探る構えを見せています。 

なお、岸田政調会長は「スケジュールありきではない。丁寧  

な議論が国民の理解につながる」と述べ、2020年の施行には

こだわらない考えを示しています。 

各党の獲得議席によって、9条改正をめぐる議論の展開は大

きく変わる可能性があります。また、選挙前では自民党は衆院

議員の任期は 2018年 12月までの間の「発議」をめざしていま

したが、今回の選挙後には１９年夏の参院選まで「期限」が伸

びることになります。 

何としても、この度の選挙で改憲勢力に厳しい審判を下さ

ねばなりません。市民と野党の共闘で選挙勝利に向け、最後まで頑張り合いましょう。 
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改憲に前向きが候補者の６割も！ 朝日・東大共同調査 

しかし、「時期こだわらず」が 55％ 
 朝日新聞社と東京大学・谷口将紀研究室の共同調査で、衆院選候補者の 63％が憲法改正に賛成の

姿勢を示していることが明らかになりました。自民党に加え、希望の党、日本維新の会の大多数が

改憲に前向きでした。ただ、具体的に改正すべき項目や時期については差がみられたとしています。 

 調査は 9月 23日から 10月 13日までに候補者 1180人のうち 1142人が回答、回答率は 97％。 

 憲法改正について、自民に次ぐ 243人を擁立した共産党や、社民党は全員が「反対」でした。「賛

成」「どちらかと言えば賛成」と答えた「賛成寄り」の立場は、自民 97％、維新 98％、希望 85％。

公明党は 64％でした。希望が 85％とは驚きです。そして、立憲民主党は「反対」「どちらかと言え

ば反対」と答えた「反対寄り」の立場が 57％で、賛成寄り（29％）を上回りました。 

 また、改憲に賛成寄りの人は、政党によって改憲項目や時期でばらつきが出たとしています。最

も改正すべき項目を尋ねたところ、自民は「戦争放棄と自衛隊」（45％）が最も多かったのに対し、

公明は「緊急事態条項」（42％）、希望は「地方自治」（31％）、維新は「憲法改正の手続き」（65％）

でした。 

「憲法９条１、２項をそのまま残し、自衛隊を明記する」案 与党内で違い浮き彫り 

安倍首相が提案している「憲法 9条 1、2項をそのまま残し、自衛隊を明記する」案については、

自民の 76％が賛成寄りだったのに対し、公明は 73％が「どちらとも言えない」と与党間の違いが

浮き彫りになりました。一方、維新は賛成寄りが 88％、希望は「どちらとも言えない」「反対寄り」

がそれぞれ 41％でした。 

 新憲法については、首相は 2020年施行に意欲を示していますが、候補者に改正時期について「次

の衆院の任期中（21年まで）」「改正の時期にはこだわらない」の二択で尋ねたところ、自民は「任

期中」が 45％、「こだわらない」が 55％と割れました。公明の全員と希望の 82％は「こだわらない」

でした。 

各地のとりくみ 

宮城 知事選を市民と野党の共闘でたたかう！ 

 22日投票で行われる宮城県知事選挙で、市民と野党の共闘でたたかう「新しい県政をつくる県民

の会」のたたら哲候補は 10日、石巻市で個人演説会を開催し、共産党、民進党、社民党の 3 県議・

市議がそろって支援を訴えました。 

 県民の会の鹿野文永代表は、安保法制のたたかい後、市民と野党 

の共闘で世の中を変えようとする運動が大きく進んでいると強調し、 

「県民が選んだ、たたら候補で県政を変えるため、必ず勝ち抜こう」 

と訴えました。 

 たたら候補は、「宮城の自然に育まれた安全な農作物や水産物で、 

子どもたちが健康に育つことが本当の豊かさだ」と指摘し、農林 

漁業と地元中小企業を支援し、自然を脅かす女川原発の再稼働には同意しないと強調しました。 

鳥取 市民と野党の合同アピール 安倍政権にさよなら 

 「『市民と野党』の共闘で安倍政権にさよならを」合同街頭アピールが 14日、ＪＲ鳥取駅北口で

行われました。共産党、社民党、新社会党の 3党が主催し、市民ら 4人と各党が訴えました。 

 会場でアフリカ太鼓をたたいて場を盛り上げた赤田周平さんは「安倍政権は情報を隠して原発再

稼働。沖縄では辺野古、ヘリパッドと基地を拡大しようとている。戦争できるように法律もつくっ
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た。安倍政権のやっていることは誰が見てもおかしい」と野党への支持を訴えました。 

 「とめよう戦争 100万人署名」の池本俊子氏、「安保法制廃止未垣の会」代表の田中久大氏、「憲

法をいかす会・とっとり」代表の田村達也氏、そして 3党の市議や県本部役員等が訴えました。 

 共産党の伊藤市議は「日本を戦争できる国にする 9条改憲は許されない」と訴えました。 

どしどし使ってください！   憲法 9条を壊すな！実行委員会 選挙用チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


